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天気には恵まれず、ガスの中の山頂で眺望にも見放された山ではあったが、

道端の花々と鳥のさえずりは楽しむ事ができた。下山後には、本降りの中、

下呂の足湯と温玉ソフト（温泉卵＋ソフトクリーム＋リンゴジャム＋クッ

キーを混ぜながら食す）を楽しみ、宿に着いてからは温泉と酒を堪能させ

て頂きました。 
 
 
 

回復。少し行くと 7合目の標識が現れた頃から、時々、雨の音がパラパラ

と聞こえる様になった。木の下のせいか？あまり気ならない。途中、途中

で道端の花を見ながら、ゆっくりと進み、8合目の遙拝所へ。9合目も過ぎ

てからの下って登りのアップダウンが意外に応えるも、本降りの前に山頂

へ。お握りを食べて、そそくさと下山開始。途中で雨足が強くなり、上カ

ッパを羽織るも、暑いのと小雨に変わったのを機に、カッパを脱いで急ぎ

下山。何とか、本降り前に無事に駐車場へ辿りつけた。 

      梅雨の最中、半ば山はあきらめ、下呂の温泉で日頃の疲れを癒す目的で下呂行きを決めた。妻も疲

れが溜まっている様だし、丁度いいかな？と思っていた。天気図を毎日見ていると、傘マークが曇りに変わり、

何か希望も出てきた。「山に行きたいなら行ったら！」という妻の言葉に、無理せずに軽めの山を探してみた。梅

雨という事も考慮し、2時間程度で登れる下呂御前山に決定。樹林帯の中を歩く為、小雨程度なら大丈夫だろう、

又、天気が悪ければ近くの散策もあるし・・・。早朝、5時半に目覚めると、しめしめ予想通り曇り空で、雨は

降っていない。午前中位は持つだろうと、6時半に出発。屏風山ＰＡで休憩を入れ、下呂の合掌村へ。そこから、

地図を頼りに登山口を目指すが、道を間違えて引き返す。小さな標識を忠実に辿って、登山用駐車場へ。金曜日

でもあり、1台も車はなかった。早々に準備して 9時 45 分に出発。10分程で立派な標識のある登山口へ到着。山

道に入るも、体を慣らす意味でもポレポレペースで歩く。妻のペースに合わせて高度を稼いでいくが、さほどの

傾斜でもなく歩きやすい道だ。5合目を過ぎるといきなり、林道に出くわし、何じゃこれは。再び山道へ入り、

傾斜がきつくなる。汗も噴き出し蒸し暑さを感じつつ、妻の様子を見ながら登って行くと、又、又林道へ。すぐ

に山道へ入り、1時間一寸歩いて広くなった所で一本。汗をぬぐって、行動食を腹に入れては、二人とも元気を

Ｌ：津田 廣一（記） 
    利栄子 
  

7/9 曇り一時小雨 
 6:30 豊橋（自宅）発 
 9:30 登山用駐車場 
 9:45 駐車場発 
9:55 登山口 

11:00 樹林の中 
(1 本：10 分) 

12:05 下呂御前山山頂 
12:20 山頂発 
13:50 駐車場着 

 

  健康促進、森林浴と♨を楽しむ 
 

10 年 7 月 9 日（金） 
下呂周辺の山 

 7 月 14 日 
津田廣一 
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